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☆夏のスポーツ交流会☆ 
 

７月１３日（土）午後１時から札幌学院大学第２キャンパ

スで「夏のスポーツ交流会」が行われました。 

参加人数は５０人で、今回は北翔大学・北星学園大学から

の参加もありました。はじめにグループごとで自己紹介やチ

ーム名を決め、交流を行いました。その後は、４つの種目

「Let’s tttttee Ball」「ボッチャ」「アトムのわいわい

ドッチビー」「菜見子の車イス Enjoy リレー」を行いました。

どの種目もグループが団結し、それぞれ熱い戦いが繰り広げ

られました。 

スポーツ交流会の後は、札幌にある「居酒屋炎」で２次会

を行いました。２次会には、来道していた全日本ろう学生懇談会の学生も加わりました。全国各地の大

学からきていたので、参加者全員による手話を使っての質問攻めが印象的でした。全体を通して、参加

者同士の交流がより深まっているように感じられました。            （文責：Ｒ・Ｏ） 

 

～競技内容～ 
・ボッチャ 

・Let’s tttttee Ball 

・アトムのわいわいドッチビー 

・菜見子の車イス Enjoyリレー 

 
                            

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号 

北翔大学 

毎年楽しみにしてい

ます。手話を実際に

使う数少ない機会と

なっており、よい刺

激となります。また

冬を楽しみにしてい

ます。ありがとうご

ざいました。 

（Ｍ・Ｓさん） 

こうやって他大学の人

との交流はとても貴重

なことだと考えていま

す。そして、今回も

色々な人たちと交流

し、とてもいい思い出

ができました。また機

会があれば、是非参加

したいです。ありがと

うございました。 

（Ｋ・Ｏさん） 

突撃インタビュー！！ 
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◎フライングディスク講習会◎ 
８月６日（火）、７日（水）にフライングディスク講習会が行わ

れました。 

６日は２２０４教室で、北海道障害者フライングディスク連盟副

会長である牧野誠一先生（人文学部人間科学科教授）からフライン

グディスクの歴史や競技など、基礎理論の講義が行われ、その後ア

キュラシー競技の実践を行いました。競技者班と運営班の２グルー

プに分かれ、それぞれの役割を体験しながら、競技を行う上での注

意点などを学びました。 

翌７日は第２キャンパスサブアリーナで、ディスタンス競技の実

践を行いました。アキュラシー競技と同様に競技者班と運営班の２グループに分かれて行いました。 

両日とも参加者は競技を楽しむとともに、９月８日（日）に札幌市東区にある「つどーむ」で行われ

る障害者フライングディスク北海道大会のボランティアに向けて審判など運営側の活動も学んでいまし

た。（文責：Ｓ・Ｔ） 

 

●フライングディスクとは… 
１９５０年代にアメリカの学生がフリスビーベーカリーというパン屋のパイ皿を投げて遊んだ

のが始まりとされ、１９６０年代には日本にも入るがスポーツとして広まる前にブームが去って

しまった。現在では、知的障害者のスポーツ大会「スペシャルオリンピック」の公式種目にアキ

ュラシー競技とディスタンス競技が組み込まれている。 

 
・アキュラシー競技…直径約１ｍの円形ゴールに１０回中何回ディスクを通過させることが 

できるかを競う。（右上図） 

・ディスタンス競技…飛距離を競う。競技者は３回投じることができ、３投中の最高飛距離が 

記録となる。（右図） 

 

◎フライングディスクボランティア◎ 
９月８日（日）、札幌市東区にある「つどーむ」にて障害者フ

ライングディスク北海道大会が行われました。 

札幌学院大学からは１５名のボランティアが参加し、競技審判

として大会運営に携わりました。 

午前はディスタンス競技が行われ、午後にアキュラシー競技が

行われました。 

参加者からは、競技者の投じるディスクを全力で追いかける姿

や１枚のディスクを通じたふれあいを楽しんでいる姿が見受けら

れ、「来年もボランティアに参加したい」との声もありました。（文責：Ｓ・Ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加者の声～ 
私の役割は午前・午後共に選手にディスク

を渡すという役割でした。最初のうちはディ

スクを渡すことで精一杯でしたが、慣れてく

ると競技をしている選手の表情や投げ方の特

徴などを見ることが出来ました。もちろん結

果は大切ですが、それ以上に選手のみなさん

の一生懸命頑張っている姿を見て感動しまし

た。最後に選手の方から「ありがとう」と言

われたときは本当に嬉しかったです。この大

会に参加してとても良い経験になりました。

(人文学部人間科学科４年 Ｋ・Ｆさん) 
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★手話合宿★ 
 
 ８月９日と１０日の二日間、今年も例年と同様に、手話のレ

ベルアップと参加者の交流のために定山渓ホテルミリオーネ

で手話合宿がありました。参加人数は３８人でした。 

 

 

 

 

 

 

 

＊大復習会＊ 
大復習会の一環として「手話カルタ」を行いました。今年は細かいルールを変更しており、聴覚障害

学生もわかりやすいよう、読み手が単語を表現する際に電気の消灯・点灯を行いました。この手話カル

タは読み手が声なし手話で単語を表現し、その表現が描かれているカルタを取り合うゲームです。各グ

ループごとに分かれ、それぞれカルタを取り合い、復習も兼ねながらゲームを楽しんでいました。 

（文責：Ｄ・Ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇しゃべり場◇ 
 大復習会の後、第２回「みんなでしゃべり場」を行いました。今回のテーマは「難聴についての理

解」でした。 

 まず、難聴学生から聞こえづらくて困った経験やどんな音が聞こえづらいのかなどの話がありました。

次に、グループに分かれ、音楽プレーヤーを利用して聞こえない体験をしました。その後、グループで

難聴学生の話や聞こえない体験を通して話し合い、感じたことを１つの画用紙にまとめました。最後に

画用紙に書いたことを発表し合いました。 

 参加者は、難聴について理解することによって、今後どのように行動するのかなどを考えている様子

でした。 （文責：Ｍ・Ｈ） 
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△亀ちゃんタワー△ 
 １つめの企画では「亀ちゃんタワー」を行いました。 

 まずグループに分かれて１列に並び、与えられた画像を見てその名前を手話か指文字で答えます。正

解すると１点入り、間違えるもしくはパスをするとそれまでの点数が０点になります。解答をローテー

ションで行っていき、制限時間内に一番多く得点を稼いだチームが勝ちというものでした。 

 問題は動物の名前からアニメの登場人物の名前など幅広く、簡単な問題はすぐ答え、わからない問題

は次の人にパスをするなど、各グループごとで一致団結する姿が見受けられました。 

（文責：Ｍ・Ｋ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○はるかとさあや（まい）の身振りでーしょん！○ 
※企画名…当日さあやさんがお休みしたため、まいさんに変わりました 

２つめの企画は「はるかとさあや（まい）の身振りでーしょん！」です。ルールは、グループの中で２

人がジェスチャーをし、ジェスチャーを見たグループの人が指文字で答えを当てるというものです。必

死に伝えようとする姿勢がみられ、面白いジェスチャーには爆笑の渦が巻き起こっていました。 

（文責：Ｔ・Ｉ） 
  

 

 

 

 

 

♪手話コーラス・手話劇♪ 
 手話合宿２日目に、最後の企画として手話コーラスと手話劇が行われました。 

手話コーラスでは２つのグループに分かれ、CHEMISTRY の「PIECES OF A DREAM」とスピッツの「空も

飛べるはず」の２曲が披露されました。この手話コーラスは歌詞一つ一つの意味を考え、そこに手話を

つけるというものであり、観衆の感動して聴き入る姿が見受けられました。 

手話劇では「となりのトトロ」を基に脚本が書かれ、役者全員がそれぞれの役になりきっていました。

役者は、どうすれば観ている側に手話とジェスチャーの両方が伝わるのかを考えながら演じていました。

中には面白いシーンもあり、観衆の声を出して笑う姿が見受けられました。    （文責：Ｍ・Ｋ） 
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今回の「Ｉ Ｌｏｖｅ ＢＦ」は手話合宿に参加した、Ｔ・Ｓさん（臨

床心理学科１年）、Ｈ・Ｈさん（法律学科１年）の２名に集まってい

ただき、お話を伺いました。  

※ＢＦ＝バリアフリー 

 

Ｓ・Ｔ：手話合宿に参加してどうでしたか？ 

２ 人 ：楽しかったです！ 

Ｔ・Ｓ：企画とかすごい面白かったですね。 

Ｈ・Ｈ：復習も面白かったです。 

Ｓ・Ｔ：企画担当してみてどうでした？どういうところに苦労したよ、とか、楽しかったよ、とか。 

Ｈ・Ｈ：苦労したところは、今まで手話勉強会でやったところをどうやって活かして、企画を作るかっ

ていうところですね。 

Ｔ・Ｓ：みんなで集まって話し合う時間がなかなかとれなかったので、そういう面で始まる前までの時

間の不安が大きかったですね。 

Ｓ・Ｔ：おお。始まってみてどうでした？実際に。   

Ｔ・Ｓ：始まってからは先輩方もサポートしてくれて、すごい楽しい感じで

進んでいたようだったので嬉しかったです。 

Ｓ・Ｔ：今回参加してみて、来年も参加するとしたら、こういうことやりた

いっていうのは？ 

Ｈ・Ｈ：来年は・・・来年のことは、来年になったら考えます。 

Ｔ・Ｓ：今年は、先輩方にすごいサポートしてもらったので。今度は自分達がサポートする側になれた

らいいなっていうのがあります。 

Ｓ・Ｔ：これまで半年間ＢＦをやってきての感想は？勉強になったこととか。 

Ｈ・Ｈ：今まで手話全然できなかったけど、Ｋちゃんと会話できるようになりました。 

Ｔ・Ｓ：私は、自分が使った手話を読み取ってもらえたりとか、単語をたくさん覚えていくことができ

たので。もっと話したいこと全部表現できるようになったらいいなって思いながら日々過ごし

ています。 

Ｓ・Ｔ：すばらしい答えだね。 

Ｍ・Ｋ：Ｔくんはどう？ＢＦに入ってからの感想。 

Ｓ・Ｔ：一番いいなと思ったことは、Ｉくんたち障害学生と普段だったら多分関わる機会がないと思う

ので。本当に話したいなと思うから手話も勉強するし。一緒にずっといたいから介助もできる
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取材：Ｓ・Ｔ 

記録：Ｍ・Ｋ 

撮影：Ｎ・Ａ 

Ｙ・Ｉ 

 

だけ入れるように「介助入りたい」ってＩくん（介助部部長）に頼むし。本当は講義保障した

いからテイクもやりたいし。そういう人たちと繋がるから、他大学の人とも交流できる。ＢＦ

っていいとこだね。今日はお２人ありがとうございました。 

２ 人 ：ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

～全国ろう学生の集い～ 
 

８月１７日～１９日の三日間、長野県にて全国ろう学生の集いが行われました。 

バリアフリー委員会からは４名が参加し、情報保障などについて学ぶ良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ・Ｎ：今日の広報部会議は久々だったけどとても楽しかった。次の広報部会議も楽しみ。 

Ｔ・Ｓ：マイケル農場！！？！？！？？！∑＼(゜ロ＼)  

Ｙ・Ｋ：初参加でした（ニッコリ＾＾ 

Ｓ・Ｔ：１年ぶりに記事書きました(笑)缶、よろしくお願いします。 

Ｒ・Ｋ：１年生の論述力すごい！ 

Ｄ・Ｔ：わきあいあいこうほーぶ 

Ｎ・Ｓ：お・と・す・な・お。おとすなお（´ω｀） 

Ｍ・Ｋ：３年生のみなさん実習お疲れ様でした！おいでませ、商店街。 

 

～イラスト～ 

Ｓ・Ｔ/Ｔ・Ｉ/Ｍ・Ｋ 

●全日本ろう学生懇談会とは… 
全日本ろう学生懇談会という団体は、

全国のろう学生が集まって、交流をはじ

め、学生生活で起こる様々な問題につい

て話し合い、ろう学生がより良い学生生

活の向上を図るために活動している。全

国のろう学生が「独りぼっち…」「分か

らない…」「困った…」を話し合い、解

決するための場を設け、それらを実行し

ていく。 

～参加者の声～ 
様々なろう学生や手話が出来る健常者

と交流を楽しんだ三日間でした。それぞ

れの地方の手話があり、カルチャーショ

ック受けてた人も何人かいたそうです。

徹夜してみんなとおしゃべりしたことが

一番の思い出です(笑)。この集いで様々

な人と楽しく交流することができ、また

情報保障などについて改めて考えた濃い

三日間でした。 

(人文学部人間科学科２年 Ｒ・Ｉさん) 


